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１．道路のメンテナンスに関する取り組み



０．中央道笹子トンネル天井板の崩落
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≪事故の概要≫

路線概要
［高速自動車国道中央自動車道西宮線 大月～勝沼］
設計速度 ： 80km/h
計画交通量 ： 26,000台/日
設計自動車荷重： TT-43
車線の巾員 ： 3.5m
車線数 ： 4 車線
工事予算 ： 約 737 億円
完 成 ： 1978（昭和 53）年 3 月

発生日時 ：平成24年12月2日AM8:03頃
発生場所 ：中央道上り線笹子トンネル

(L=4,417m)の東京側坑口から約
1,150m付近

事故内容 ：トンネル換気のための天井板及
び隔壁版等が140mにわたり落下

第三者被害：車両3台が巻き込まれ、
死者9人、負傷者2人

トンネル天井板の落下事故に関する調査・検討委員会報告書(H25.6.28)より



１．道路のメンテナンスに関する取り組み 道路管理者の義務の明確化
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１．道路のメンテナンスに関する取り組み
道路の老朽化対策の
本格実施に関する提言

）

≪具体的な取り組み≫



１．道路のメンテナンスに関する取り組み

点 検

措 置

記 録 診 断

教育・研修の充実

状況把握・課題解決
（情報共有の場）

メンテナンス年報

データーベース化

メンテナンス
サイクル

○メンテナンスサイクルは、「点検→診断→措置→記録」で構成され道路管理者の責任で
あることを認識し推進。

○メンテナンスサイクルを持続的に回すために、多方面からの支援方策の確立。

6
道路メンテナンス会議等

メンテナンスサイクルと
回す仕組み



２．関東地方整備局管内の現状
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２．関東地方整備局管内の現状（橋梁）
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○関東地方整備局が管理する道路橋は３，４９０橋（溝橋含む）。 ※１

○２０年後には、建設後５０年以上経過した割合が３６％から７５％まで急激に増加。
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建設年度別の橋梁箇所数の分布建設後の経過年数内訳

※橋長2m以上対象
(令和4年3月31日現在)

※１ 令和４年３月３１日時点

建設後５０年以上の橋梁箇所数の割合

全橋梁
3,490橋

建設後50年未満の橋梁
建設後50年以上の橋梁

※ 建設年不明149橋除く

橋梁箇所数累積

橋長15m以上

橋長15m未満

凡 例

【10年後】（2031年度末） 【20年後】(2041年度末)【現在】（2021年度末）



○関東地方整備局が管理する道路トンネルは１０３箇所（山岳トンネル）。※１
○２０年後には、建設後５０年以上経過した割合が６１％まで急激に増加。

建設年代別のトンネル箇所数の分布

建設後５０年以上のトンネル箇所数の割合

建設後の経過年数内訳
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※１ 令和４年３月３１日時点

トンネル

１０３箇所

令和４年３月末時点

【20年後】(2041年度)【現在】(2021年度) 【10年後】（2031年度）

※建設年不明１箇所除く

２．関東地方整備局管内の現状（トンネル）



２．関東地方整備局管内の現状 （老朽化対策）
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(適切な管理により長持ちしている橋梁の例)



２．関東地方整備局管内の現状 （老朽化対策）

《国道357号鋼床版を有する橋梁補修（補強）》

○ 国道357号は千葉、東京、神奈川を結ぶ物流の重要路線で、東京都区間の大型車混入率は
平均49％(※)の重交通路線。 （※H27道路交通センサスより）

○ 旧設計基準で施工された鋼床版の橋梁では疲労き裂が多数確認されている。
○ あて板及びストップホールなどの対策を行い、SFRC舗装(※)により補強を実施。

（※超速硬コンクリートに鋼繊維を混合し強度を高めた舗装）

■橋梁諸元
・橋梁名：荒川河口橋
・橋 長：８４０．５ｍ
・橋 種：連続鋼床版箱桁

（２径間＋３径間＋２径間）

■位置図

至：横浜

荒川河口橋

至：千葉

至：横浜

き裂から流出してきた雨水 SFRC舗装施工後

SFRC舗装上のAs舗装施工後

橋梁全景

交通状況
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３．関東地方整備局の取り組み



３．関東地方整備局の取り組み

TEC－ＦＯＲＣＥ活動

○関東地方整備局は平成２１年度より道路管理課道路保全企画室を設置し、道路構造物の保全
に関する業務を強化。

○現在は、国道事務所にも道路構造保全官として保全担当者を配置。また、関東維持管理技術
センターを設置し、戦略的な維持管理・更新を実現するために現場で必要とされる技術開発等
を効率的に推進。

○災害時には、TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）としても活動。

熊本地震時の活動

H28台風10号時の活動

13



14

３．関東地方整備局の取り組み（点検）

○ 橋梁等の道路構造物の点検については、５年間で全ての施設を点検できるよう点検計
画を定めて実施している。

○ 道路構造物がおかれている現場条件を考慮し、点検方法を定めている。

○ 橋梁等の道路構造物の点検については、規模や現場条件などを考慮して仮設設備（足
場や点検車等）を工夫し効率化やコスト縮減を図っている。

橋梁補修工事で設置した足場を橋梁点検にも利用する
ことで、足場と規制帯の費用を縮減。現道交通規制日数
も短縮。

吊り足場設置が必要となる橋梁において、移動足場（ラッ
ク足場）を採用することで、橋梁点検における足場のコスト
を縮減。



【診断の工夫】本局、管理事務所、診断業者による判定会議

■概要

点検・診断結果に基づき、損傷原因等を考察し判定区分の妥当性を確認

■メンバー構成
管理事務所、本局、関東メンテナンスセンター、受注者等（点検受注者、診断受注者）

■見学者

平成２８年度より、要望があった地方公共団体に対し見学会を行っている。

責任の明確化（管理事務所長） 、主観的判断（思い込み）の排除

３．関東地方整備局の取り組み （診断）
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・判断区分の決定にあたってのポイ
ントがわかり非常に勉強になった

・損傷状況の原因究明や補修等に
よる解決策の技術的なことが必要
不可欠であると感じた

など

見学会の感想



３．関東地方整備局の取り組み （点検結果）

◆判定区分
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○平成２６年度より定期点検要領（平成２６年６月）に基づく道路構造物の点検を実施。
○平成２６～３０年度(点検1巡目）の橋梁、トンネルの点検結果は、以下のとおり。

◆平成２６～３０年度定期点検結果

施設名 全施設数 点検実施施設数
点検結果

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

橋梁 3,336 3,279 1,479 1,364 436 0

トンネル 88 88 1 67 17 3

※2019年3月末時点で診断中の施設を除く



３．関東地方整備局の取り組み （修繕計画）

○ 関東地方整備局では、道路施設を予防保全型の管理へ転換することにより、管理施設の長寿命化
を図る。

○ 個別施設計画に基づき、計画的に対策を行うことにより、ライフサイクルコストの縮減・維持管理費
用の平準化を図る。

○ 計画的に、定期点検を行い、新たに対策の必要な損傷を発見し対応をするため、個別施設計画は、
最新の点検結果等に基づき毎年度更新。
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定期点検

カルテ作成
（諸元、点検結果、補修履歴）

健全性を確保するためには適切な点
検・補修(保全)を継続して行うこと
が重要。またこれらを記録し、次回
の点検や補修に反映することが重要。予防保全（補修工事）
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３．関東地方整備局の取り組み （予防保全）

健

全

度

改築（大規模修繕）

長寿命化対策検討

長寿命化対策

長寿命化を考慮した計画的な補修
従来の改築（大規模修繕）

経 過 年 数

更新限界



３．関東地方整備局の取り組み （予防保全）

排水桝の詰まり

路面上の帯水による床版の劣化や排水管
の腐食などに留まらず、オーバーフロー
した水により各部材の健全性に多大な影
響を及ぼす。
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◆損傷原因の例（土砂堆積）

【施工後】



３．関東地方整備局の取り組み （予防保全）

日常における維持管理が長寿命化のカギ

支承廻りに堆積した土砂

支承の腐食、機能障害などを引き起
こし、支承のみならず橋全体に悪影
響を及ぼす。

◆損傷原因の例（土砂堆積）

20

【施工後】
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３．関東地方整備局の取り組み （記録）
○ メンテナンスサイクルを回していくためには、点検・診断及び修繕した内容を記録し、次の点検や修

繕へ反映することが重要。

○ 点検要領で定められた点検調書を作成し保管。

○ 点検調書以外にも諸元、過去の点検記録や修繕記録等をまとめたカルテを作成。

○ 記録の効率化を図るためデータベース化して記録内容を保存。

橋梁点検調書

道路橋データベース

橋梁管理カルテ



３．関東地方整備局の取り組み （公表）

○ 国土交通省では、国民・道路利用者の皆様に道路インフラや老朽化対策の現状をご理解頂くため、
点検の実施状況や結果等を調査し、「道路メンテナンス年報」としてまとめている。

国土交通本省ＨＰ 22
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４．関東道路メンテナンスセンター
地方公共団体への支援
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４．関東道路メンテナンスセンター

≪関東道路メンテナンスセンターの主な役割≫
○急速に老朽化する社会資本の対策を強化するため、点検 データ等を生かした、より戦略的・効
率的なメンテナンスを推進

○直轄国道における橋梁等の健全性の診断等を担当、そのほか蓄積されたメンテナンスデータの
管理・分析による劣化予測や修繕計画の最適化、新技術の活用などアセットマネジメントによる
道路メンテナンスの高度化を推進

○道路メンテナンスに係る地方公共団体支援として、施設の健全性の診断・修繕の代行、 高度な
技術を要する道路構造物保全に関する相談への対応、地方公共団体の職員等を対象とした研
修についても担当

橋梁等のメンテナンスに係わる研修講師 地方公共団体が管理する橋梁等の保全に係わる技術的支援



４．関東道路メンテナンスセンター

25



26

４．関東道路メンテナンスセンター



４．地方公共団体への支援
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○ 我が国には橋梁が約７３万橋あり、このうち、地方公共団体が管理する橋梁は約６６万橋と、９割以
上を占めています。

○ 市町村が管理する橋梁の８０％以上が橋長１５ｍ未満です。
○ 建設後５０年を経過した橋梁の割合は、現在は約３７％であるのに対し、１０年後には約６１％に急

増します。

※この他、古い橋梁など記録が確認できない建設年度不明橋梁が約２０．９万橋ある。
（出典）道路局調べ（2023.3末時点）

【道路管理者別橋梁数】

【建設後５０年を経過した橋梁の割合】
≪全体≫

≪橋長１５ｍ未満≫ ≪橋長１５ｍ以上≫

（出典）道路局調べ（2023.3末時点）

【道路管理者別橋長分布】

（出典）道路局調べ（2023.3末時点）



４．地方公共団体への支援
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（出典）道路メンテナンス年報 2023.8月時点

○ 橋梁管理に携わる土木技術者が存在しない地方公共団体は町の２３％、村の５５％となっています。

【橋梁管理に携わる土木技術者数】
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＜現地実習＞
日 付：令和４年７月１９日
場 所：国道６号呼塚高架橋
参加者：国、地方公共団体の職員等

○ 関東地方整備局が主催する橋梁のメンテナンスに係わる道路構造物管理実務者研修を開催し、
地方公共団体職員の受講を受け入れている。

○ 令和４年度は、橋梁初級Ⅰ、橋梁初級Ⅱ、トンネルの研修を計５回実施し、地方公共団体からは
約１２０名の参加。

○ 道路メンテナンス会議や地方公共団体からの要請による研修・講習会にも対応している。

＜直営点検における現場講習会＞
日 付：令和４年１１月９日
場 所：東京都青梅市内
参加者：地方公共団体の職員

＜現地実習＞
日付：令和２年１２月６日、７日
場所：実大トンネル（国土技術政
策総合研究所）
参加者：地方公共団体の職員

＜直営点検における座学講習会＞
日 付：令和４年１１月９日
場 所：東京都青梅市内
参加者：地方公共団体の職員

４．地方公共団体への支援 《研修・講習会》
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【※直轄診断】

地方公共団体の技術力等に鑑みて支援
が必要なものに限り、国が地方整備局、国
土技術政策総合研究所、国立研究開発法
人土木研究所の職員で構成する「道路メン
テナンス技術集団」を派遣し、技術的な助
言を行うもの。

御鉾橋 完成（全景） 秩父橋 完成（全景）

秩父橋 P4橋脚浸食状況調査

【※権限代行】

当該工事の対象となる施設又は工作物
の構造、当該施設又は工作物の存する地
域の地形、地質、当該工事に要する技術

力、機械力、当該工事の緊急性の度合い、
当該都道府県又は市町村の人員、技術力
等を総合的に勘案し、地方整備局長等が
当該工事を代行する必要があると認めら
れる場合に本来の施設管理者に変わって
権限を代行する。

○地方公共団体への支援として、要請により緊急的な対応が必要かつ高度な技術力を要する施設

について、地方整備局、国土技術政策総合研究所、土木研究所の職員等で構成する「道路メンテ

ナンス技術集団」による直轄診断を実施。

○関東管内では、平成２６年度に群馬県嬬恋村の大前橋、平成２８年度に群馬県神流町の御鉾橋、令
和元年に埼玉県秩父市の秩父橋を直轄診断している。

〇御鉾橋及び秩父橋は権限代行の手続きを経て、関東地方整備局で補修工事を実施。

御鉾橋 上部工の損傷状況調査

直轄診断

修繕代行

４．地方公共団体への支援 《直轄診断・修繕代行》
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《定期点検に係わる法令及び関係資料の位置づけ》



○ 点検支援技術性能カタログは、国が定めた標準項目に対する性能値を開発者に求め、開発者から提出され
たものをカタログ形式でとりまとめたもの （令和５年３月時点で２３３技術を掲載）

○ 受発注者が、点検支援技術性能カタログを参照することにより、点検への新技術の活用を推進

※国⼟交通省ホームページ
https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/inspection-support/ 32

データ収集・通信

画像計測

・橋梁 ：61技術
・トンネル：32技術

非破壊検査

・橋梁 ：31技術
・トンネル：21技術

計測・モニタリング

・橋梁 ：53技術
・トンネル：14技術

・3技術

点検支援技術性能カタログの
構成

第１章 性能カタログの活用にあたって

１．適用の範囲
２．用語の定義
３．性能カタログの活用について
４．性能カタログの標準項目について
（１）基本諸元
（２）性能の裏付け
（３）調達・契約にあたってのその他必

要な事項
（４）その他

５．点検支援技術に関する相談窓口の設
置
付録１ 点検支援技術性能カタログの標

準項目

第２章 性能カタログ

画像計測技術（橋梁／トンネル）
非破壊検査技術（橋梁／トンネル）
計測・モニタリング技術（橋梁／トンネ

ル）
データ収集・通信技術

付録２ 技術の性能確認シート

ドローンによる損傷把握 ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾝによる変状把握

AEｾﾝｻを利用した
PCｸﾞﾗｳﾄﾞ充填把握

光ﾌｧｲﾊﾞｰｾﾝｻｰによる
橋梁モニタリングﾞ

レーダーを利用した
トンネル覆工の変状把握

トンネル内附属物の
異常監視センサー

センサー

トンネル
照明

≪主な掲載技術≫

ひび割れ率・わだ
ち掘れ量・IRI

AIによる路面性状解析

・13技術

車載装置による路面性状測定

・5技術

ポットホール

スマートフォンやドライブレコーダー
による舗装損傷検知

３次元レーザーセンサ
を用いた舗装損傷検知

□：ポットホールを
検知

（H３１．２ ～） （R４．９ ～）
【 舗 装 】

【道路巡視】

【橋梁・トンネル】

（R５．３ ～）

《点検支援技術性能カタログの構成》


